
 

0

5

10

15

20

「成長」を助けてくれたのは

だれですか。

第２学年 生活科 学習指導案 
授業者： 東浦 章裕 
会場：第二校舎２階２年３組 

 対象：２年３組３４名 
                 

１ 単元名 「あしたへジャンプ」 

  

２ 単元の目標 

知識及び技能 
自分の生活や成長を振り返る活動を通して、自分できるようになったことや自分が大
きくなったこと、役割が増えたことに気付く。 

思考力，判断力，表現力等 
自分の生活や成長を振り返る活動を通して、過去と現在の自分を比べ、自分の成長を

支えてくれた人々との関係を見付ける。 

学びに向かう力，人間性等 
自分の生活や成長を振り返る活動を通して、自分の成長を支えてくれた人々に感謝の

気持ちをもち、これからの学習や生活への願いをもって意欲的に生活しようとする。 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 

①自分できるようになったことや大きくなったこと、役割が増えたことなどに気付いている。 

②体の成長や役割が増えたことだけでなく、優しさや思いやり、我慢する心など、内面の成長

に気付いている。 

③自分自身のよさや可能性に気付いている。 

④自分がたくさんの人に支えられて生活し成長していることに気付いている。 

思考・判断・表現 

①入学した頃の自分と現在の自分を比較しながら、自分ができるようになったことや大きくな

ったことなどについて話している。 

②自分で振り返ったことと身近な人に聞いたことをつなぎ合わせながら、自分の成長について

話している。 

③自分の成長について気付いたことの中から、一番伝えたいことを選び出し、ふさわしい方法

で表現している。 

④周囲の人々の存在と自分の成長を関連付け、感謝の気持ちを話している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

①自分のことをもっと知りたいという思いをもち、身近な人に聞いて調べようとしている。 

②自分の成長についてまとめたいという思いをもち、適切な方法で表そうとしている。 

③これまでの成長や生活を支えてくれた人々に感謝の気持ちをもち、３年生でも自分のよさや

可能性を生かして意欲的に生活しようとしている。 

 
４ 研究テーマと本単元のつながり 
（１）児童の実態  

本学級はどんな学習でも仲よく学習することができる。生活科においては、野菜の栽培、まちたんけん、おも
ちゃランドの学習を進めてきた。これらの学習の中で、自分の興味関心を学習のスタートとし、友達と協力しな
がら調べ、自分たちのやりたい形式で発表をすることができた。今回の単元を進めるにあたり事前アンケート（有
効回答数３３名（９７.１％））を行った。 
 
①小さいころに比べて「成長した」と実感したことはあるか  
ある４８.５％ ない０％ よく分からない５１.５％ 

   具体例：背が伸びた 勉強ができるようになった  
習い事がうまくなった まちたんけん 

 
②「成長」を助けてくれたのはだれですか（複数回答）  

   母 18人 父１１人 友人１３人  
先生７人 祖父母６人 家族５人  
幼保の先生１人 習い事の先生１人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

自分が赤ちゃんのころの話を

聞いたことがありますか。

ある ない

自分のことは好きですか。

すき きらい よく分からない

③自分が赤ちゃんのころの話を聞いたことありますか。 
ある６３.６％ ない３６.４％ 

   具体例：誕生のときの話 授乳のときの話 歩いた話  
初めてしゃべった話 あかちゃんのころはかわいかった話   
生まれた大きさの話  

 
 
 
 
 
 
 
 
④自分のことは好きですか。  
すき１５.２％ きらい０％ よく分からない８４.８％ 
記述：あきらめないところ 絵をかくのが得意  
友達が多い 親に「いい子」と言われる 
 
 
 
 
 
 

    
このアンケートから、本学級児童は、自分の成長について半数が意識をしていることが分かる。またその成

長に家族の支えがあったことを理解している児童もいることが分かった。新生児期、乳児期の話は聞いている
児童は６０％以上いるが、話は断片的であるようだ。自分自身について、好きと回答した児童はわずか１５.
２％で、ほとんどの児童がよく分からないとしている。このアンケートの結果から、本学級の児童は、自分自
身のことを比較的肯定的にとらえてはいるが、内容はぼんやりしたものであるということが分かる。これらを
ふまえて本単元で目指す具体的な児童の姿を設定した。 

 （２）低学年分科会が本単元で目指す具体的な児童の姿 
 
 
 
 
 
 （３）研究テーマにおける教材観 
   本単元の教材は、児童がこれまでの成長を「事実」だけでなく「心の変化」や「他者との関わり」と結び付け

て捉えることができる学習である。児童は、過去と現在の自分を比較しながら、できるようになったことや内面
の成長に気付く中で、「自分には良さがある」「自分には価値がある」という自尊感情を育み、自分が大切に育て
られ、支えられている存在であると認識することができる。 
 このように本教材は、自分の良さに気付き、それを認めると同時に、他者の良さにも目を向け、互いを大切に
し合う心を育む教材である。それは、本校の研究テーマが求める「一人ひとりの良さを大切に、お互いの良さを
認め合い、みんなで笑顔になる well-being な学校生活」の実現への要因となる。児童が自己肯定感と他者肯定
感の両面を高めながら、３年生という新たなステージへの意欲と期待をもって生活しようとすることを支える教
材である。 

（４）その他  
心身の成長発達に関する指導の系統性としては、幼児期５歳頃から行う「自他の尊重（自分と相手の心・身体

の尊重）」に関する内容として取り扱い、本時では、特に自分の心・身体の尊重について触れる（文部科学省「生
命（いのち）の安全教育）手引きより）。また、第４学年体育科保健領域の学習「体の発育・発達」の単元にもつ
ながっていくことを想定している。第４学年はこれから起こる体の変化について知る部分が大きいため、本学年
では、これまで起きた心身の変化について捉えられるようにする。 
 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 （１）【ひと】～教師の関わり方～ 

   〇成長を多角的に見られるように、様々な見方ができるように言葉掛けする 

     成長を身長や体重の伸びなどの身体的なもののみに限定するのではなく、言語や運動機能などの能力的な成

長、興味関心などから分かる精神的な成長など多角的にみることが求められる。児童の見方に偏りがある場合は、

好きな遊び、本、アニメなど小さい時と比べて変わったことを多角的に見られるように言葉掛けを意識する。ま

た家族など児童の成長を見守っていた人々への視点も押さえ、より成長を多角的にとらえるようにする。 

〇一人ひとりの思いに寄り添えるような発問 

     今回の学習内容はひとり一人の個人的な成育歴に触れることになるので、全ての児童の成長に寄り添えるよ

うな細やかな配慮が必要である。新生児期や乳児期の記録があまりないような児童に対しても、自信をもって取

自分の生活や成長を振り返ることで、自尊感情を高め、 
これからの生活を意欲的に生きていこうとする児童 



 

り組めるようにする。成長を想起できるように、「１年生の頃の一番の思い出は何？」「保育園や幼稚園の頃の一

番の思い出は何？」など発問に配慮する。 

 

 （２）【もの】～学習環境の工夫～ 

〇関心を高め、調べてみたいという意欲につながる映像資料や具体物 

   映像資料：授業者の家族の成長をまとめた動画を用意した。動画の中で、誕生の様子（身長・体

重）、名前の由来、寝返り、ハイハイ、高熱を出して通院、歩く、発語、保育園、幼児期大好き

だったこと（電車）、自転車、小学校入学、習い事（野球）などを使い、児童の関心を引き付け

るようにした。 

 具体物：授業者の家族が使用した産着や靴、幼児向け絵本、保健室から赤ちゃん人形などを用意した。

これらも具体物に実際に児童が触れ実感することで関心を高め、「自分でどうであったか」とい

う問いをもてるようにした。 

  〇具体物を自由に手に取れる環境 

        教室の各所に、【生まれたばかり】【乳児期】【幼児期】【小学校期】に分けたブースを設営し、

自由に手に取れるようにした。自らの関心に基づいて手に取ることで、これからの学習計画のスタ

ートを設定しやすいようにした。 

 

 （３）【こと】～学習過程の工夫～ 

  〇児童がともに学び合える時間 

    児童が学習計画を立てる際に、自身の関心のある事柄を友達同士で伝え合う時間を設定した。ワークシート

に記入した自分の学習計画を他の児童と見せ合うことで、他の児童と自分との差異を確認し、計画を修正して

補完できるようになる。 

  〇スタートを柔軟に設定する 

    児童が自身の家庭環境によって、調べる活動に困難を感じることがないように、調べ始める時期を新生児期

に限定せず、幼児期からでも就学後からでもよいように柔軟に設定した。 

 

６ 単元の指導と評価の計画  

時 １・２（本時） ３ ４・５・６ ７・８・９ 

ね
ら
い 

写真や動画、記録カード、作

品などを手がかりに、ある時

期から自分ができるようにな

ったことをふりかえり、学習

計画を立てる。 

学習計画に沿って

調べ活動をし、調

べたものをどのよ

うに発表するか考

える。 

発表を聞く人が分かりやすく聞ける

ようにするためにどのように物を用

意すればよいか考える。 

自分の発表を通して自身の成長を肯

定的にとらえ、「これからの自分の成

長」に対する意欲を高める。 

学
習
内
容
・
活
動 

・先生の動画を見て、自分の

成長について関心をもち、学

習計画を立てる。👀 

 

・学習計画が実施可能かどう

か家族と打ち合わせて計画を

修正する。 

・写真や紙芝居、

ICT 機器でのスラ

イドなど、発表す

る方法を選ぶ。 

・自分が選んだ発表方法で発表の用

意を丁寧に準備する。👀 

 

・友達同士で発表練習をし合い、ア

ドバイスなどをする。 

 

 

・家で一度目の発表をし、家の人から

感想をもらってくる。 

・一度目の発表を踏まえて学級での発

表をする。 

・振り返りをする。 

知
技 

①  ② ③④ 

思
判
表 

①  ② ③④ 

態
度 

 ① ② ③ 

※👀は、ICT活用場面 ※評価の計画は、評価規準の番号とリンクしています。



                          

 

７ 本時の指導（２/９時） 

（１） 本時の目標（◎は重点評価） 

◎自分の成長に関心をもち、自身の成長について調べようとする意欲をもち、学習計画を立てる。 

【思・判・表】 

（２）本時の展開   

時 学習内容 〇発問 ・児童の反応 ●指導上の留意点【手だて】 ◎評価（評価方法） 

 

 

 

 

 

 

６分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９分 

 

 

 

 

 

 

 

 

８分 

 

２分 

１．前時をふりかえる。 

〇東浦先生の子どもが大きくなっていく様子を見

て、気になったことを教えてください。 

 ・赤ちゃんのときがかわいかった。 

 ・赤ちゃんのときがとても小さかった。 

 ・名前に意味があるのが面白かった。私の名前も意味があるの

かな。 

・１歳で言葉を話し始めたけど、ぼくはどうだったかなあ。 

・ぼくも小さいころ電車が好きで見に行ったよ。 

・入学式の服が懐かしかった。 

 

 

 

２．もっと詳しく知るために、「もの」にふれる。 

〇自分が調べ始めたい「時」を決めるために、それ

ぞれの時代の物に触れてみよう。 

【新生児期：生まれたとき】 

赤ちゃん人形 手形 足形 産着  

【乳児期：赤ちゃんのとき】 

赤ちゃん服 帽子 くつ 絵本 

【幼児期：幼稚園保育園のとき】 

幼児服 くつ 絵本 電車の絵本  

おままごとセット アンパンマン 

【小学校期：一年生のとき】 

入学式の写真 初めて書いた名前 黄色帽子  

※ワークシートにそれぞれについてわかったこと 

気付いたことを記入する 

３．気付いたことを伝え合い、自分の成長につい 

調べようとする意欲をもち、学習計画をたてる。 

〇自分のことについて「知りたいなあ」と思った 

ことはありますか。 

・（新生児・乳児から） 

何を…どのように生まれたの？名前はどうやってつけたの？ 

     いつ歩いたの？いつしゃべったの？ 

・（幼児から） 

  何を…得意だったこと、苦手だったこと、好きなもの 

がんばったこと、心にのこる思い出 

  どのように…アルバムを見直す ビデオ 

・（１年生から） 

  何を…得意だったこと、苦手だったこと 

      好きなもの、がんばったこと、心にのこる思い出 

  どのように…１年生のときに作ったものを見直す 

４．自分の立てた計画を伝え合う 

〇自分の立てた計画を友達同士で伝え合おう。 

５．全体で共有し、次時への見通しをもつ。 

○自分の調べたいことをまとめ、次の時間に何をす

るか考えよう。 

 

●生まれてから現在までバランスよく出来事を押さ

えて、児童の関心を広げられるように発問する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●【新生児期】【乳児期】【幼児期】【小学校期】の

ブースを教室の中に用意し、自由に触れられるように

しておく。 

●できるだけ多くのブースを経験できるように声掛

けをする。 

●各ブースごとに、年代の平均身長が分かるパネルを

設置し、身体的成長を実感できるようにする。 

●展示されている「もの」に触れているときに、

「〇〇さんはどうだったのかな。」と、「もの」が自

分の問題として捉えられるように声掛けをする。 

 

 

 

 

●赤ちゃんのころからをスタートに“しなければな

らないわけではない”という点を強調する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●なかなか決めきれない児童に対して、友達の計画

を参考にするように声を掛ける。 

◎自分の成長に関心をもち、自身の成長について調

べようとする意欲をもち、学習計画を立てる。（学

習カード） 

成長について自分が調べたいことを見つけよう！ 



 

 


